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＜中学校の部＞

＜高等学校の部＞

●詳細は6ページをご覧ください

春の「緑の募金」にご協力を！
期間は３月１日から５月３１日まで

最　優　秀

美濃加茂市立古井小学校２年

塚本　陽凪 さん
つかもと ひ な

大垣市立小野小学校６年

長井　彩華 さん
ながい あや か

大垣市立南中学校３年

草野　隼人 さん
くさの はや と

岐阜県立土岐紅陵高等学校３年

糸川　姫奈 さん
いといがわ ひ な

令和５年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール入賞作品が決定しました！
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ご自由に お持ちください。

＜小学校低学年の部＞

＜小学校高学年の部＞

＜中学校の部＞

＜高等学校の部＞

春の「緑の募金」にご協力を！
期間は３月１日から５月３１日まで

最　優　秀

美濃加茂市立古井小学校２年

塚本　陽凪 さん
つかもと ひ な

大垣市立小野小学校６年

長井　彩華 さん
ながい あや か

大垣市立南中学校３年

草野　隼人 さん
くさの はや と

岐阜県立土岐紅陵高等学校３年

糸川　姫奈 さん
いといがわ ひ な

令和５年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール入賞作品が決定しました！

開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

３月１５日（金）～
４月７日（日）

岐阜県緑化運動
ポスターコンクール
入賞作品　展示

令和５年度岐阜県緑化運動ポスターコンクール入賞作
品52点について、ぎふ木遊館ギャラリーにて展示し
ます。

【ぎふ木遊館の施設案内】
●開館時間：10:00～17:00
●入賞作品の観覧は、予約不要・料金無料
※ただし、木育ひろばの利用は、事前予約制で入館料
（大人３００円、高校生以下無料）が別途必要

●休館日:毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌平
日）、施設点検日

ぎふ木遊館
（岐阜市学園町2-33）

ぎふ木遊館
TEL：058-215-1515
森林活用推進課
TEL：058-272-8255 

３月１日（金）～
５月３１日（金） 緑の募金（春期）

●「緑の募金で進めようSDGｓ」をスローガンに家庭
募金、企業募金、職場募金などを行います。

　4月7日（日）に岐阜市「道三まつり」で、岐阜市緑の
募金委員会とともに街頭募金を行います。

JR 岐阜駅

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：058-273-7577

　

森林・林業関係イベントカレンダー（3月~5月）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
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ぎ
ふ
森
の
あ
る
暮
ら
し
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　（岐
阜
県
森
林
活
用
推
進
課
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
係
）ま
で

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

　
　
　
　
　推
進
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
開
催
し
ま
し
た
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ぎ
ふ
森
の
あ
る
暮
ら
し
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　（岐
阜
県
森
林
活
用
推
進
課
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
係
）ま
で

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

　
　
　
　
　推
進
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
開
催
し
ま
し
た

ん
で
い
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
に
つ

い
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
山
共 

代
表
取
締
役
の
田
口
房

国
様
に
は
、
間
伐
直
後
の
森
林
を
活
用
し

た
、
森
林
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス 

ｆ
ｏ
ｒ
ｅ

ｎ
ｔ
ａ（
フ
ォ
レ
ン
タ
）に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
長
瀬
土
建 

代
表
取
締
役
の
長

瀬
雅
彦
様
に
は
、
高
山
市
久
々
野
地
域
に

あ
る
、
舟
山
や
あ
ら
ら
ぎ
湖
・
位
山
と
い
っ

た
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
リ
ト

リ
ー
ト
・
ス
テ
イ
㏌
飛
騨
高
山
の
計
画
を

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
商
工
観
光
課
長
の
高
橋
直
樹

様
に
は
、
町
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
取
組
み
と

し
て
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
ロ
ー
カ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
今
後
の
自
走
化
の
検

討
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
推
進
に

 

つ
い
て
】

　

県
及
び
協
議
会
で
は
、
県
内
の
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
を
推
進
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
等
の
開
催
や
、
都
市
部
へ
の
イ
ベ
ン
ト

出
展
、
会
員
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

体
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
実
施
予

定
で
す
。

　

会
員
の
募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

れ
か
ら
の
森
林
・
林
業
が
生
み
出
す
新
た
な

価
値
と
し
て
、
非
住
宅
の
建
築
物
へ
の
国

産
材
の
活
用
、
J

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
、

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
推
進
等
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
協
議
会
取
組
み
紹
介
】

　

協
議
会
の
山
田
俊
行
会
長
に
、
会
の
概
要

及
び
昨
年
１
月
の
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
例
発
表
】

　

３
者
の
協
議
会
会
員
に
、
自
ら
の
取
り
組

　

令
和
６
年
１
月
11
日（
木
）に
、
岐
阜
県
庁

舎
ミ
ナ
モ
ホ
ー
ル
に
て
、
岐
阜
県
、
ぎ
ふ
森

の
あ
る
暮
ら
し
推
進
協
議
会（
以
下「
協
議

会
」）の
共
催
で「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
推
進

特
別
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
、
３
０
０
名

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
皆
様
の
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
関
心

の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

【
基
調
講
演
　
森
林
・
林
業
に
お
け
る

新
た
な
価
値
創
造
の
方
向
】

　

基
調
講
演
と
し
て
、
林
野
庁
の
青
山
豊
久

長
官
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
林
業
の
歴
史
や
、
こ
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確
保
・
育
成
・
定
着
・
安
全
対
策

森
林
技
術
者
の

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
３
ー
４
０
１
１

　
　
　
　
　「森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」ま
で

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
２
７
２
ー
８
４
９
１

　
　
　
　
　森
林
経
営
課

　担
い
手
企
画
係
ま
で

【
就
業
の
き
っ
か
け
は
？
】

（
亀
田
さ
ん
）
携
帯
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
た
と
き
に
偶
然
「
森
の
ジ
ョ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」
の
サ
イ
ト
を
見

つ
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

（
村
井
さ
ん
）
２
０
２
２
年
に
職
場
体
験

で
１
ヶ
月
程
お
世
話
に
な
り
、
優
し
く
丁

寧
に
教
え
て
頂
い
た
上
、
職
場
の
雰
囲
気

が
良
か
っ
た
事
で
す
。

【
就
業
し
て
の
感
想
は
？
】

（
亀
田
さ
ん
）
最
初
の
３
ヶ
月
は
筋
肉
痛

で
階
段
を
上
が
る
の
も
大
変
で
し
た
が
、

体
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
仕
事
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

（
村
井
さ
ん
）
山
で
作
業
し
て
い
く
中
で

体
力
的
に
ま
だ
疲
れ
ま
す
が
伐
っ
た
後
の

山
の
開
放
感
が
良
く
や
り
が
い
が
あ
る
仕

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
自
信
が
付
い
た
仕
事
は
？
】

（
亀
田
さ
ん
）
現
在
、
間
伐
を
主
に
作
業

し
て
い
ま
す
が
、
伐
倒
が
思
っ
た
通
り
に

で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

（
村
井
さ
ん
）
地
面
よ
り
も
か
な
り
高
い

位
置
で
最
初
は
、
草
刈
り
を
し
て
い
ま
し

た
が
先
輩
の
熱
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

地
面
ス
レ
ス
レ
で
刈
れ
る
事
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

【
山
づ
く
り
へ
の
思
い
】

（
亀
田
さ
ん
）
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
を

丁
寧
に
こ
な
す
こ
と
が
結
果
、
地
域
の

方
々
や
環
境
に
プ
ラ
ス
に
な
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
村
井
さ
ん
）
私
達
の
身
近
に
あ
る
川
や

水
を
き
れ
い
に
保
つ
事
や
放
置
さ
れ
た
山

を
伐
り
新
し
く
植
栽
し
、
災
害
に
強
い
き

れ
い
な
山
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

【
今
後
の
抱
負
】

（
亀
田
さ
ん
）
も
っ
と
経
験
を
積
み
、
新

人
に
あ
の
人
に
聞
い
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
村
井
さ
ん
）
作
業
も
未
熟
で
足
を
引
っ

張
っ
て
ば
か
り
な
の
で
早
く
仕
事
を
覚
え

る
た
め
に
も
見
て
学
び
わ
か
ら
な
い
事
は

し
っ
か
り
質
問
し
、
安
心
し
て
任
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

【
組
合
長
か
ら
の
エ
ー
ル
】

　
常
に
森
林
作
業
技
術
の
向
上
に
努
力

し
、
仲
間
に
、
そ
し
て
組
合
員
の
方
に
頼

ら
れ
る
技
術
者
に
な
っ
て
下
さ
い
。

【
林
業
を
志
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
豊
か
な
森
を
守
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
い
っ
し
ょ
に
貢
献

し
ま
し
ょ
う
。

左から村井さん 長尾組合長さん、亀田さん

亀
田
義
博
さ
ん
（
一
年
目
　
埼
玉
・
越
谷
市
出
身
）

村
井
康
祐
さ
ん
（
一
年
目
　
美
濃
市
出
身
）

　

就
業
前
の
研
修
・
見
学
事
業
と
し
て
、

国
の「
緑
の
雇
用
」事
業
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇

用（
最
大
３
カ
月
）以
外
に
、
森
ジ
ョ
ブ
で

就
業
希
望
者
の
意
向
に
応
じ
て
林
業
事
業

体
の
説
明
や
現
地
見
学
会
を
行
う
林
業
体

感
・
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
外
か
ら
移
住
し
て
林
業
に
就
業
し
た
人

に
は
、
居
住
地
の
市
町
村
と
連
携
し
て
単
身

者
に
は
60
万
円
、
世
帯
者
に
は
１
０
０
万
円

の
移
住
支
援
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
業
者
等
の
資
格
取
得
、
安
全
装

備
品（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
防

護
ズ
ボ
ン
・
ブ
ー
ツ
な
ど
）の
購
入
経
費

を
１
／
２
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
、
森

ジ
ョ
ブ
が
窓
口
と
な
っ
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

外
国
人
材
の
活
躍
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

国（
厚
生
労
働
省
）で
技
能
実
習
制
度
の
見

直
し
等
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
段
階

で
林
業
は
１
年
の
実
習
期
間（
在
留
期
間
）

し
か
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
森
林
技
術
者

の
育
成
に
は
３
～
５
年
の
長
期
間
を
要
す

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
林
業
に
就
業
で
き

る
外
国
人
材
は
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人

に
限
ら
れ
ま
す
。
県
内
で
も
何
名
か
の
外

国
人
が
森
林
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
、
他
県
で
は
１
人
の
外
国
人
の
参
入
が
、

友
達
を
ど
ん
ど
ん
連
れ
て
き
て
外
国
人
の

作
業
班
が
で
き
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま

す
。
岐
阜
県
も
外
国
人
が
多
く
通
う
学
校

や
、
外
国
人
の
就
業
等
を
支
援
し
て
い
る

団
体
と
積
極
的
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

外
国
人
就
業
の
糸
口
を
見
い
出
せ
な
い
か

と
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
２
）森
林
技
術
者
の
育
成

　

国
の「
緑
の
雇
用
」事
業
を
活
用
す
る
こ
と

で
新
規
就
業
者
に
は
３
年
間
の
フ
ォ
レ
ス
ト

ワ
ー
カ
ー
研
修
、
中
堅
以
上
の
森
林
技
術
者

に
は
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
フ
ォ
レ

ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
と
豊
富
な
研
修
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
緑
の
雇
用
」事
業
の
対
象
に
な
ら
な
い
林

業
事
業
体
に
は
、
県
独
自
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
経

費
を
支
援
す
る
事
業（
旧
き
こ
り
養
成
塾
）が

あ
り
、
基
本
技
術
か
ら
伐
採
・
搬
出
技
術
、

技
能
向
上
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
51
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
岐

阜
県
林
業
士
認
定
制
度
は
今
年
度
か
ら
新

た
に
林
業
士
長
と
林
業
士
補
の
区
分
を
設

け
、
研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。
岐
阜
県
林
業

士
は
令
和
３
年
度
ま
で
に
延
べ
１
，
６
４
０

人
を
認
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
高
度
な
知
識

と
技
術
を
持
つ「
林
業
士
長
」と
林
業
士
を

目
指
す「
林
業
士
補
」の
３
段
階
の
資
格
制

度
を
設
け
る
こ
と
で
、
森
林
技
術
者
の
意
欲

向
上
と
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

林
業
士
長
に
は
来
年
度
か
ら
森
ジ
ョ
ブ

の
研
修
講
師
で
活
躍
い
た
だ
き
、
森
林
技
術

者
の
憧
れ
の
存
在
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

架
線
技
術
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
森
林

文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
が
資
格（
林
業
架
線
作
業

主
任
者
免
許
）取
得
に
向
け
た
講
習
会
の
実

施
等
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）起
業
支
援

　

新
た
に
造
林
・
保
育
を
行
う
林
業
事
業
体

機
関
と
し
て
平
成
30
年
度
に
設
置
し
た
の

が「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」（
略

称「
森
ジ
ョ
ブ
」）で
、
森
ジ
ョ
ブ
が
中
心
と

な
っ
て
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２ 

令
和
５
年
度
の
施
策

（
１
）森
林
技
術
者
の
確
保

　

森
ジ
ョ
ブ
は
厚
生
労
働
省
か
ら
林
業
に

特
化
し
た
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を

受
け
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
業
相
談
会
を

開
催
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
対

応
、
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
就
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
参
加
し
て
新
規
就
業
者
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。
森
ジ
ョ
ブ
の
就
業
相
談
件
数

は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
お
り
、
設
置
前

（
平
成
29
年
度
）の
１
３
２
件
か
ら
令
和
４

年
度
に
は
６
２
６
件
と
約
５
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

農
林
高
校
生
に
は
農
林
事
務
所
が
主
体

と
な
っ
て
林
業
の
授
業
を
企
画
し
た
り
、（
一

社
）県
森
林
施
業
協
会
に
委
託
し
て
地
域
の

林
業
事
業
体
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生

に
は
林
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得
に

専
念
で
き
る
よ
う
就
業
準
備
金
を
給
付
し
、

林
業
へ
の
就
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着
は
、

第
４
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
の

施
策
の
柱
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
目
標
値
と

し
て
令
和
８
年
度
の
計
画
終
期
ま
で
に
森

林
技
術
者
数
を
１
，
１
４
０
人
に
引
き
上

げ
、
林
業
労
働
災
害（
木
材
生
産
量
10
万
m3

当
た
り
）発
生
件
数
を
計
画
始
期
の
１
／
２

未
満
に
引
き
下
げ
る
計
画
で
す
。

　

こ
れ
ら
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
県
が

取
り
組
ん
で
い
る
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

森
林
技
術
者
の
現
状

　

林
業
の
現
場
を
担
う
森
林
技
術
者
数
は

令
和
４
年
度
は
前
年
度
か
ら
12
人
増
加
し

て
９
２
８
人
に
な
り
ま
し
た
。
10
人
以
上

増
加
す
る
こ
と
は
、
過
去
10
年
間
に
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　

新
規
就
業
者
数
は
令
和
３
年
度
は
91
人
、

令
和
４
年
度
は
85
人
と
、
基
本
計
画
の
目

標
値
で
あ
る
80
人
は
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

離
職
者
数
が
同
人
数
程
度
お
り
、
差
し
引
き

森
林
技
術
者
数
は
９
３
０
人
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
技
術
者
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
１
人
で
も
多
く
の
新
規
就
業
者
を
確
保

す
る
こ
と
と
、
離
職
者
を
１
人
で
も
減
ら
す

こ
と
で
す
。
こ
の
取
組
み
の
中
核
を
担
う
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確
保
・
育
成
・
定
着
・
安
全
対
策

森
林
技
術
者
の

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
３
ー
４
０
１
１

　
　
　
　
　「森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」ま
で

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
２
７
２
ー
８
４
９
１

　
　
　
　
　森
林
経
営
課

　担
い
手
企
画
係
ま
で

【
就
業
の
き
っ
か
け
は
？
】

（
亀
田
さ
ん
）
携
帯
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
を
し
て
い
た
と
き
に
偶
然
「
森
の
ジ
ョ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」
の
サ
イ
ト
を
見

つ
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

（
村
井
さ
ん
）
２
０
２
２
年
に
職
場
体
験

で
１
ヶ
月
程
お
世
話
に
な
り
、
優
し
く
丁

寧
に
教
え
て
頂
い
た
上
、
職
場
の
雰
囲
気

が
良
か
っ
た
事
で
す
。

【
就
業
し
て
の
感
想
は
？
】

（
亀
田
さ
ん
）
最
初
の
３
ヶ
月
は
筋
肉
痛

で
階
段
を
上
が
る
の
も
大
変
で
し
た
が
、

体
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
仕
事
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

（
村
井
さ
ん
）
山
で
作
業
し
て
い
く
中
で

体
力
的
に
ま
だ
疲
れ
ま
す
が
伐
っ
た
後
の

山
の
開
放
感
が
良
く
や
り
が
い
が
あ
る
仕

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
自
信
が
付
い
た
仕
事
は
？
】

（
亀
田
さ
ん
）
現
在
、
間
伐
を
主
に
作
業

し
て
い
ま
す
が
、
伐
倒
が
思
っ
た
通
り
に

で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

（
村
井
さ
ん
）
地
面
よ
り
も
か
な
り
高
い

位
置
で
最
初
は
、
草
刈
り
を
し
て
い
ま
し

た
が
先
輩
の
熱
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

地
面
ス
レ
ス
レ
で
刈
れ
る
事
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

【
山
づ
く
り
へ
の
思
い
】

（
亀
田
さ
ん
）
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
を

丁
寧
に
こ
な
す
こ
と
が
結
果
、
地
域
の

方
々
や
環
境
に
プ
ラ
ス
に
な
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
村
井
さ
ん
）
私
達
の
身
近
に
あ
る
川
や

水
を
き
れ
い
に
保
つ
事
や
放
置
さ
れ
た
山

を
伐
り
新
し
く
植
栽
し
、
災
害
に
強
い
き

れ
い
な
山
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

【
今
後
の
抱
負
】

（
亀
田
さ
ん
）
も
っ
と
経
験
を
積
み
、
新

人
に
あ
の
人
に
聞
い
て
み
よ
う
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
村
井
さ
ん
）
作
業
も
未
熟
で
足
を
引
っ

張
っ
て
ば
か
り
な
の
で
早
く
仕
事
を
覚
え

る
た
め
に
も
見
て
学
び
わ
か
ら
な
い
事
は

し
っ
か
り
質
問
し
、
安
心
し
て
任
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

【
組
合
長
か
ら
の
エ
ー
ル
】

　
常
に
森
林
作
業
技
術
の
向
上
に
努
力

し
、
仲
間
に
、
そ
し
て
組
合
員
の
方
に
頼

ら
れ
る
技
術
者
に
な
っ
て
下
さ
い
。

【
林
業
を
志
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
豊
か
な
森
を
守
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
い
っ
し
ょ
に
貢
献

し
ま
し
ょ
う
。

左から村井さん 長尾組合長さん、亀田さん

亀
田
義
博
さ
ん
（
一
年
目
　
埼
玉
・
越
谷
市
出
身
）

村
井
康
祐
さ
ん
（
一
年
目
　
美
濃
市
出
身
）

　

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
岐
阜
県
の

林
業
の
魅
力
を
強
力
に
発
信
し
て
就
業
希

望
者
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
森
林
技

術
者
の
定
着
支
援
対
策
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
ジ
ョ
ブ
と
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
の
連
携
を
強
化
し
て
人
材
育
成
、
安

全
教
育
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
木
材
生

産
量
を
拡
大
す
る
た
め
、
水
源
地
や
地
盤

が
脆
い
場
所
な
ど
林
内
路
網
を
整
備
で
き

な
い
森
林
か
ら
も
木
材
を
搬
出
で
き
る
架

線
技
術
者
の
育
成
と
架
線
集
材
機
械
の
普

及
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
令
和
８
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
森
林

技
術
者
数
を
２
０
０
人
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
た
だ
の
数
字
の
増

減
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
ひ
と
り
に
生

活
が
あ
り
、
人
生
が
あ
り
、
森
林
技
術
者

が
１
人
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
雇
用
者
に

と
っ
て
も
就
業
者
に
と
っ
て
も
大
変
な
こ

と
で
す
。

　

市
町
村
で
も
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
て
各
地
域
で
特
色
あ
る
担
い
手
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
も
令
和

７
年
度
予
算
要
求
に
向
け
て
ア
イ
デ
ア
を

募
集
中
で
す
の
で
、
こ
う
い
う
施
策
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
と
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

を
起
業
、
ま
た
は
専
門
の
部
門
を
設
置
し

た
林
業
事
業
体
を
対
象
に
、
森
ジ
ョ
ブ
か

ら
自
立
支
援
金（
最
大
54
万
円
）と
外
部
講

師
指
導
費（
最
大
72
万
円
）を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
起
業
や
新
た
な
部
門
を

設
置
し
て
か
ら
５
年
以
内
が
対
象
期
間
で

す
の
で
、
該
当
す
る
林
業
事
業
体
は
森
ジ
ョ

ブ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
は
新
た
に
林
業
起

業
セ
ミ
ナ
ー
、
自
営
業
者
・
一
人
親
方
等

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
４
）安
全
対
策

　

令
和
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
林
業
労
働

災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
を
今
年
度
か
ら
県

全
域
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
11
月

に
は
４
年
目
と
な
る
伐
木
安
全
技
術
評
価

会
を
開
催
。
昨
年
度
に
立
ち
上
げ
た
林
業
・

木
材
製
造
業
労
働
災
害
撲
滅
推
進
協
議
会

は
７
月
に
講
演
会
、
２
月
に
は
労
働
安
全

発
表
会
を
開
催
し
、
優
秀
発
表
を
表
彰
し

ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
災
害
の
情
報
収
集

及
び
再
発
防
止
策
の
周
知
・
啓
発
、
特
別

安
全
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
林
災
防
岐
阜
県
支
部
に
よ
る
巡

回
指
導
、
か
か
り
木
処
理
実
技
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

３ 

今
後
の
課
題

　

森
ジ
ョ
ブ
が
核
に
な
っ
て
森
林
技
術
者

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

離
職
者
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
林
業
の

担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

55 MORINOTAYORI



●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8255　森林活用推進課緑化推進係まで

　県では、緑化の意義などを普及啓発するため、毎年、県内の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校及び高等専門
学校の児童、生徒を対象に「岐阜県緑化運動ポスターコンクール（後援：岐阜県教育委員会、（公社）岐阜県緑化推進委員会）」を
実施しています。
　令和5年度は、415点の応募があり、審査の結果、入賞作品52点が決定しました。
　なお、入賞作品は、令和6年3月15日（金）から令和6年4月7日（日）まで、ぎふ木遊館にて展示します。

令和5年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール 入賞作品が決定しました！

優　　秀
小学校低学年の部

岐阜市立長良東小学校３年

清水　彩路さん
し みず　   い  ろ

小学校高学年の部

垂井町立表佐小学校５年

富田　睦生さん
とみ だ むつ き

高等学校の部

岐阜県立岐阜総合学園高等学校２年

古川　菜月さん
ふるかわ　  な つき

中学校の部

岐阜市立藍川中学校３年

山田　紅愛さん
やま だ くれ あ

関市立旭ヶ丘小学校１年

山登　楓駕さん
やま と　　ふう が

高山市立東小学校４年

都竹　鈴さん
つづく　  すず

岐阜県立土岐紅陵高等学校３年

安藤　彩華さん
あんどう　 いろ は

大垣市立東中学校２年

樋口　惠濃さん
ひ ぐち 　 め  のう

※最優秀作品は表紙に掲載しています

付知南小学校みどりの少年団の発表

発表したみどりの少年団の皆さん（表彰式）

岐阜県みどりの少年団活動発表大会を開催しました。

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中敏隆】

　令和６年１月２０日（土）に森林文化アカデミー　森の情報センターにおいて、岐阜県
及び公益社団法人岐阜県緑化推進委員会の主催による「令和５年度岐阜県みどりの少
年団活動発表大会」を開催し、３団のみどりの少年団が１年間の活動成果を元気よく発
表しました。
　審査の結果、「付知南小学校みどりの少年団」が最優秀賞に選ばれました。
　発表では、「私たちが引き継ぐ付知の森林（たからもの）」をテーマに森を知る「森林
教室」、林業の仕事を知る「林業教室」や間伐体験などに取り組む「森と私たちの暮らし
をつなぐ活動」、木育に取り組む「森や木と親しむ活動」を体系づけて紹介し、付知の人
たちが受け継いできた木の文化を「たからもの」と思い引き継いで、自分たちができるこ
とを表現できたこと、また「森や木と親しむ活動」では、木育をすべての学年で取り組ん
でいることが高く評価されました。
　みどりの少年団の皆さんには、少年団活動を通じて新たな発見や驚きを共有し、森林
や緑を愛し、守り、育てる心を大切に、団員みんなの力を合わせて楽しく活動に取り組ん
でいってほしいと思います。

●最優秀賞 付知南小学校みどりの少年団（中津川市）
●優 秀 賞 中野方小学校みどりの少年団（恵那市）
●奨 励 賞 北方小学校みどりの少年団　（揖斐川町）
このほか、大地組スクールみどりの少年団（多治見市）が参加されました。

発表少年団及び審査結果

（開館時間等は2ページをご覧ください）
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結者のご紹介 ー

　岐阜県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者が県と協定を締結し、県産材の利用を促進する構
想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を目指しています。
　令和５年７月２７日に第１回目となる協定締結式を執り行い、１５事業者（１４協定）と協定を締結しました。その各協定締結者の
ご紹介シリーズ第６弾です。

＜今までの取り組み内容＞
ＪＡにしみのでは、地産地消や地域農業・農地を

守る取組を進めるとともに経営の効率化にも取り

組んでいます。

令和３年度～令和４年度には６支店の建設を行

い、岐阜県産材を活用し内装木質化を行いました。

木の特性を生かした和やかな室内は、支店を利

用される組合員のよりどころとして親しまれており

ます。

＜今後の取り組み内容＞
総合事業再編戦略に基づく支店統合・新支店等

の建設に際して、県産材の利用促進を実施し組合

員に喜ばれる施設づくりを進める予定です。

＜今後の取り組み内容＞
　社会福祉法人フェニックスでは、各務原市内

にカフェ、放課後等デイサービス、地域交流セ

ンター、福祉施設等の新設を計画しており、そ

の建築に当たっては、県産材を活用した木造建

築または内装の木質化、備品、家具の導入を検

討しています。

　また、既存の建築物を改修する際にも、内装

の木質化や備品、家具の導入等で岐阜県産材

利用の促進を図ります。

　多くの方に県産材の活用を知ってもらうた

め、ホームページや広報誌等にプロジェクトを

掲載する際や、施設パンフレットを作成する際

には岐阜県産材を利用した旨を記載します。

西美濃農業協同組合（大垣市）

社会福祉法人フェニックス（各務原市）
ホームページ　https://phoenix-g.jp/

ホームページ　https://www.jan.or.jp

6

各協定者締結者には県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。
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森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
の

　
　水
源
林
造
成
事
業
に
つ
い
て

岐
阜
水
源
林
整
備
事
務
所

の
負
担
と
技
術
指
導
等
を
行
う

こ
と
を
三
者（
①
が
②
が
同
一
の

場
合
は
二
者
）で
約
定
し
て
水
源

林
を
造
成
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
分
収
造
林
契
約
で
は
、

土
地
に
地
上
権
を
設
定
す
る
こ

と
に
よ
り
行
政
的
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
も
と
で
、
適
正
な
森

林
管
理
を
長
期
間
に
わ
た
り
安

定
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
を
越
え
る
広

範
囲
な
流
域
に
お
い
て
、
国
民
生

活
に
不
可
欠
な
水
の
安
定
供
給
や

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
等
、
森
林
の

公
益
的
機
能
の
発
揮
に
貢
献
す
る

事
業
で
す
。

　

水
源
林
造
成
事
業
は
、
昭
和

36
年
の
事
業
開
始
以
来
、
60
年

余
に
わ
た
り
全
国
の
水
源
地
域

の
造
成
・
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
そ
の
実
施
面
積

は
約
49
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

こ
れ
は
東
京
都
と
神
奈
川
県
を

合
わ
せ
た
面
積
に
相
当
し
ま
す
。

　

造
成
し
た
森
林
は
年
間
約

30
億
m3
の
水
を
育
み
、
年
間
約

9
千
万
m3
の
土
砂
流
出
を
防

止
す
る
な
ど
、
貨
幣
換
算
可

能
な
も
の
だ
け
で
も
年
間
約

8
千
9
百
億
円
に
な
り
ま
す
。

式
」に
よ
り
、
①
造
林
地
所
有
者

が
土
地
を
提
供
し
、
②
造
林
者

が
植
栽
、
植
栽
木
の
保
育
な
ど

労
働
力
の
提
供
と
管
理
を
行
い
、

③
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
が
費
用

　

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ダ
ム
の
上
流
域
な
ど
水
源
涵
養

上
重
要
な
奥
地
水
源
地
域
の
う

ち
、
土
地
所
有
者
自
身
に
よ
る

森
林
整
備
が
困
難
な
木
が
少
な

い
、
生
育
が
悪
い
な
ど
の
場
所

で
水
源
を
涵
養
す
る
た
め
の
森

林
の
造
成
を
行
い
、
森
林
の
有

す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
目
的
と
す
る「
水
源
林
造
成
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
奥
地
水
源
地
域

の
民
有
保
安
林
で
、
所
有
者
の

自
助
努
力
等
に
よ
っ
て
は
、
適

正
な
整
備
が
見
込
め
な
い
箇
所

に
お
い
て
、「
分
収
造
林
契
約
方

水
源
林
造
成
事
業
の

目
的
と
仕
組
み

水
源
林
造
成
事
業
の
取
組

水源林造成事業地（本巣市）
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森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
の

　
　水
源
林
造
成
事
業
に
つ
い
て

岐
阜
水
源
林
整
備
事
務
所

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」な
ど
の

面
か
ら
も
貢
献
で
き
る
よ
う「
針

広
混
交
林
」や「
育
成
複
層
林
」等
、

多
様
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
主
伐
時
に
は
、

伐
採
を
50
年
か
ら
80
年
程
度
ま
で

の
数
十
年
に
わ
た
り
小
面
積
に
分

散
し
て
実
施
し
、
公
益
的
機
能
が

長
期
に
わ
た
り
発
揮
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、

花
粉
の
少
な
い
苗
木
を
積
極
的

に
確
保
す
る
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

岐
阜
水
源
林
整
備
事
務
所

で
は
、
昭
和
36
年
の
着
手
以

来
、
重
要
水
源
地
域
を
対
象
に

計
画
的
に
実
施
し
、
今
日
ま
で

62
年
間
に
県
内
25
市
町
村
で
約

２
万
５
千
５
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
源
林
を
造
成
し
て
い
ま
す
。　

　

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、

水
源
涵
養
や
土
砂
の
流
出
防
止

な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
を
持
続
的
か
つ
高
度
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
群
状
又
は
帯
状

の
複
数
の
樹
冠
相
を
有
す
る
育

成
複
層
林
の
造
成
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

複
層
林
誘
導
伐
は
１
／
３（
三

段
林
）ま
た
は
１
／
２（
二
段
林
）

程
度
を
更
新
伐
で
実
施
し
、
初

回
に
限
り
そ
の
費
用
や
更
新
伐

跡
地
の
再
造
林
の
費
用
を
森
林

整
備
セ
ン
タ
ー
で
負
担
す
る
こ

と
か
ら
、
収
益
を
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
複
層
林
は
30
年
～

45
年
の
間
断
期
間
を
も
っ
て
主
伐

す
る
の
で
、
そ
の
後
の
再
造
林
の

費
用
負
担
を
分
散
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
で
は
育
成
複
層
林
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
木
材
供
給
に
よ
る
森

林
資
源
の
循
環
利
用
及
び
森
林
の

有
す
る
多
面
的
機
能
を
継
続
的
に

発
揮
し
、
持
続
的
な
林
業
経
営
に

寄
与
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た

森
林
・
山
地
の
早
期
復
旧
・
保
全

や
、
増
大
し
て
い
た
木
材
需
要
へ

の
対
応
の
た
め
、
水
源
林
造
成
事

業
に
つ
い
て
も
集
約
的
な
森
林
施

業
を
実
施
し
、
針
葉
樹
主
体
の
一

斉
林
を
造
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
水
源
涵
養

機
能
な
ど
の
一
層
の
発
揮
は
も
と

よ
り「
生
物
多
様
性
の
保
全
」や

岐
阜
県
に
お
け
る
水
源
林

造
成
事
業
の
取
組
み

多
様
な
森
林
づ
く
り

育
成
複
層
林
の

推
進
に
つ
い
て

針広混交林（関市）

群状による育成複層林（美濃市）
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フサザクラ

223

　

早
春
の
林
道
を
走
る
車
窓
か
ら
、
紅

紫
色
の
花
が
特
徴
的
な
フ
サ
ザ
ク
ラ
を

見
つ
け
ま
し
た
。

　

フ
サ
ザ
ク
ラ
（E

u
p
t
e
l
e
a
 

p
o
l
y
a
n
d
r
a

）
は
宮
城
、
秋
田
県

以
南
の
本
州
、
四
国
、
九
州
の
中
北
部

の
低
山
帯
で
、
崩
壊
地
や
渓
谷
沿
い
、

河
川
敷
な
ど
で
群
落
を
形
成
す
る
フ
サ

ザ
ク
ラ
属
の
落
葉
高
木
で
す
。
パ
イ
オ

ニ
ア
（
先
駆
）
植
物
と
し
て
崩
壊
地
な

ど
に
侵
入
し
、
水
害
な
ど
に
あ
っ
て
も

根
元
か
ら
萌
芽
し
て
株
を
維
持
し
続
け

ま
す
。

　

葉
は
比
較
的
大
き
く
幅
広
の
卵
形
で

先
は
尾
状
に
尖
り
、
長
い
葉
柄
が
あ
り

ま
す
。
フ
サ
ザ
ク
ラ
の
乾
燥
し
た
葉
に

は
血
圧
降
下
作
用
の
あ
る
イ
ソ
ク
エ
ル

チ
ト
リ
ン
、
抗
菌
作
用
の
あ
る
ユ
ー
プ

テ
ロ
シ
ド
な
ど
を
含
み
、
夏
に
採
取
し

て
乾
燥
さ
せ
た
葉
は
利
尿
効
果
の
あ
る

薬
草
茶
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

フ
サ
ザ
ク
ラ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が

『
日
本
植
物
誌
（
１
８
３
５
）
』
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
樹
木
で
、

属
名
のE

u
p
t
ele

a

は
、
「
良
い
、

美
し
い
」e
u

＋
「
ニ
レ
（
楡
）
」

pt
ele

a

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
フ
サ
ザ
ク
ラ
の
果
実
が
ニ
レ
の
果
実

に
似
て
お
り
、
花
の
様
子
が
ニ
レ
よ
り

美
し
い
た
め
付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
種
小
名
のp

o
l
y
a
n
d
r
a

は
雄
し
べ
が
20
本
以
上
あ
る
こ
と
か
ら

「
多
数
の
雄
し
べ
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

フ
サ
ザ
ク
ラ
科
は
世
界
に
１
属
３

種
、
日
本
に
は
１
属
１
種
と
貴
重
な
樹

種
で
あ
り
、
カ
ツ
ラ
や
ヤ
マ
グ
ル
マ
同

様
に
原
始
的
な
特
徴
を
残
し
た
「
生
き

た
化
石
」
と
も
言
え
る
樹
木
で
す
。
サ

ク
ラ
の
名
が
あ
る
も
の
の
サ
ク
ラ
の
仲

間
で
は
な
く
、
樹
皮
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に

似
て
お
り
、
花
が
枝
に
房
状
に
密
生
す

る
た
め
、
「
房
桜
、
総
桜
」
と
記
し
た

の
が
名
の
由
来
で
す
。

 

花
は
葉
の
展
開
に
先
立
っ
て
咲
き
、

花
弁
や
萼
は
無
く
、
葯
は
長
さ
７
mm
ほ

ど
の
線
形
で
紅
紫
色
、
花
糸
は
白
い
糸

状
で
、
柄
の
あ
る
紅
紫
色
の
雄
し
べ
を

多
数
垂
れ
下
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
被
子
植
物
の
約
7
割
は
、

サ
ク
ラ
や
ウ
メ
の
よ
う
に
１
つ
の

花
に
雌
し
べ
と
雄
し
べ
を
持
つ
両

性
花
で
、
こ
れ
ら
は
昆
虫
類
に
交

配
を
頼
る
虫
媒
花
に
進
化
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
フ
サ
ザ
ク
ラ
は
両

性
花
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

被
子
植
物
進
化
の
初
期
に
現
れ
た

原
始
的
な
樹
木
で
あ
る
た
め
か
、

両
性
花
の
中
で
は
数
少
な
い
風
媒

花
で
す
。

　

歌
人
で
あ
り
、
国
文
学
者
で
も

あ
り
、
『
万
葉
集
』
の
研
究
で
も

知
ら
れ
る
土
屋
文
明
（
１
８
９
０

～
１
９
９
０
）
は
、
「
折
り
て
来

て　

一
夜
（
ひ
と
よ
）
お
き
た
る

　

房
桜
（
ふ
さ
ざ
く
ら
）　

う
づ
だ

か
き
ま
で　

花
粉
（
は
な
こ
）
こ
ぼ
し

ぬ
」
と
大
量
の
花
粉
を
出
す
風
媒
花
の

フ
サ
ザ
ク
ラ
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

木
材
と
し
て
は
今
で
は
見
向
き
も
さ

れ
な
い
状
態
で
す
が
、
弾
力
が
あ
る
た

め
舟
の
櫨
（
ろ
）
や
櫂
（
か
い
）
、
建

具
、
薪
炭
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

早
春
に
山
を
彩
る
フ
サ
ザ
ク
ラ
、
是

非
、
そ
の
価
値
を
見
直
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

紅紫色の雄しべを房状に多数垂れ下げるフサザクラ
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

―ベトナム旅行、高齢者であることを再認識― 【第392回】

本誌第 390回でも書いたとおり、暮れから新年にかけ次女、
三女家族とベトナム旅行へ出かけることになった。私が８１歳
になるからだという。しかし、娘たちからは「お父さんは何も
口出ししないで、ついてくるだけにして」と釘をさされた。こ
の一言で、私はベトナムのことを知ろうという気がなくなって
しまった。ただ娘たちの言うとおりに動くだけで、気が楽であっ
た。当日が来た。朝５時に名古屋空港へ向かった。次女家族は
名古屋市なので空港へ来ていた。搭乗手続きに時間がかかり、
出発したのは昼頃。飛行機は満席。こんなに人気があるのかと
思った。行先はダナン市。当初は、ハノイ市にしていたが広い
ベトナムでは経費がかかるので、ここにしたとのこと。ホテル
に着いたのは夜の9時過ぎ。少し休んで食堂へ。ここは食べ放
題でいろいろなものがたくさん並んでいた。孫たちは大喜びで
好きなものを食べていた。私もいろいろなものを口にしたが、
どれもおいしかった。寝たのは 12時過ぎだった。翌日。8時
朝食。夕食と同じものが並んでいた。この日はダナン市内を歩
いて見て回った。まず驚いたのは大通りへでたらものすごい数
のオートバイ、競うようにスピードを出しているのだ。さらに

驚いた。どのオートバイにも 4、5人乗っ
ているのだ。例えば運転手の後ろに大人
が乗り、それぞれ子供を背負う。その前
後を子供たちが乗っているが、時には７
人というケースがあるのだから信じられ
ない話だ。「警察は取り締まらないのです
か」とガイドに尋ねた。「事故が起きない
から必要ないですよ」。この一言であった。
それ本当。これにも驚いた。
×　　×　　×　　×

翌日からダナン市の周辺の観光地をたずねた。どこの住民も
親切で感じがよかった。これがベトナム国民の人間性なのかと
思った。しかし、史跡などには興味が湧かなかった。というよ
り昨日８時間以上も歩いたので体がだるくなり歩くのがきつく
なってきたからである。それで史跡見学の時はベンチなどで休
んだ。このため史跡はほとんど見ていない。この時、これが
80すぎの高齢者か。実感すると同時にさびしくなってきた。
しかし、孫たちから「おじいちゃん大丈夫」と声をかけられた。
これがうれしかった。まさに至福のひと時であった。あっとい
う間に帰る日が来た。1月 2日。飛行機は飛び立った。この時
日本の能登半島で大きな地震が起きたことを知った。しかし、
詳しいことはわからなかった。帰宅後、日本ではどこのテレビ
も地震の被害地を映していた。母と子供３人を亡くした父親の
悲しそうな顔。一人だけになった高齢者など、次々と映し出さ

れるので胸が痛んだ。家に届いている年賀状を整理した。ここ
でも悲しい現状。「高齢になったので、年賀状は今年で最後と
します」というのが 50枚以上あった。そういえば私の相手は
ほとんどが昆虫関係者。お互い年なんだなーと昔のことを思い
出し懐かしくなった。ベトナム旅行で高齢による体力、気力の
低下を痛感。帰宅後も同じことがおおいので、いつまで元気で
いられるか心配になってきた。さらに同級生4人が亡くなった
との連絡。やはり高齢者の宿命なのだと思ってしまった。

×　　×　　×　　×
それともうひとつ。年が同じ某氏がいつ天国からお迎えが来
てもおかしくないという病気になったこと。彼は健康そのもの
でとても 80過ぎには見えなかった。まだ 10年は元気だよと
言うものもいた。その彼を病魔が襲ったのだから、これも高齢
者の宿命。こんなことを思ってしまった。幸い天国は行かずに
すんだ。今は奥さんの介護で生活しているが、早く回復してほ
しいと願っている。考えればベトナム旅行で体力、特に足が弱っ
ていることを知り、これは高齢者の宿命だと感じたこと。その
後、高齢者の友が亡くなったり、離れていったことなどが続い
たので、私自身どうなるのだろう。こんなことを考えるように
なった。今は私自身へのベトナム旅行のお土産だと思っている。
同時に苦しまずに天国へ行きたいと思うこともある。しばらく
して元自然学総合研究所長（自然研）のM氏が亡くなったと
の連絡があった。前夜は元気だったのに、翌朝は眠っているよ
うな顔で亡くなっていたとのこと。皆から好かれていたので、
神様がそうさせたのだろう。できたら私も --------。こんなこと
を思った。それにもう一つ。同じ自然研のA氏が数か月も前
に亡くなっていたとのこと。M氏には誰にも知らせるなと言っ
ていたらしい。変わり者だったA氏らしい行動だと思った。

×　　×　　×　　×
ベトナムから帰国して 2か月近くになった。テレビでは連日
北陸地方の大地震の被害状況を映している。むごい。いつ見て
も思ってしまう。倒れた家のそばで途方に暮れている老人。家
族はすべて亡くなり残ったのは私一人だという。「私と家族が
入れ替わればよかった」と、目頭をおさえてみえた。歳は私と
同じくらい。よけい気の毒に思えてきた。また、母親一人で娘
3人を育てているある女性。末っ子が犠牲になった。今年から
1年生になるので、着物姿で記念写真を撮っていた。その写真
を手にして涙を流していた。このような話が次々と出てくるの
で、本当に大きな地震。まさに大大大地震だったのだと改めて
思った。今までは、正月が過ぎると 1か月はだらだらと生活し
ていた。しかし、今年はいろいろあったなーと思ってしまった。
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赤ちゃんひろばに新しいおもちゃが仲間入り！
　0 歳、1歳の赤ちゃんとその保護者専用のエリア「赤ちゃんひろば」に新しいおもちゃが仲間入りしました。
　仲間入りしたおもちゃはクーゲルバーンです。
　木育ひろばに当初から設置してあるクーゲルバーンより小さく、赤ちゃんたちが遊びやすい設計となっています。
　木玉を上から転がすと、コロコロとレールを転がり、最後に「どんぐりころころ」の音楽を奏でます。
　大きなお子さんが時には走り回るにぎやかな木育ひろばと違い、落ち着いてクーゲルバーンの音や動きを楽しむことができます。
　遊びに来た親子は「クーゲルバーンでゆっくりと遊ぶことができるので嬉しいです。また、音が心地良くて癒されます。」とおっ
しゃっていました。

赤ちゃんひろばのクーゲルバーン どんぐりころころのメロディが流れる木琴 クーゲルバーンで遊ぶ様子

「鬼めくり」ご存じですか？
　「鬼めくり」とは、中津川市加子母や下呂市に古くから伝わる魔除けの風習です。
　節分の日、 鬼の侵入を防ぎ健康と安全を祈り、「鬼札」と呼ばれるお札を家の玄関や戸口に貼ります。
　鬼札は鬼の顔と13個の点を書いて、一番下に一筆書きの星を書きます。家にやってきて鬼札を見た鬼は、手足の指が3本ずつ
で合わせて12本しかないので、鬼札に書かれた13個の点を数えられず、さらに鬼は一筆書きの星を見て、どこから書き始めたの
か描き方に迷い混乱し、逃げていくそうです。 　　　
　そして節分の日、子どもたちが町内を回り、その鬼札をめくっていくことで厄も取り払うことになるそうです。
　来館した皆さんに、鬼めくりを体験していただくために、鬼めくりコーナーを設置し、鬼札を書いて持ち帰っていただきまし
た。岐阜県に根付く季節の行事を楽しんでいただくことができました。

鬼めくりコーナー 鬼札 鬼札かいてみようのコーナー

ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のお
もちゃの話等を公式 Instagram にて発信しております！
　まだ来館したことがない方も当館の様子がわかりますので、ぜひチェックして、
フォローお願いします。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。
今回は講師に、各務原市で曲物工房を開いている清水貴康さんと、美濃市で漆芸工房を開いている古田一さんをお招きし、普

段では体験できないちょっと贅沢なワークショップを開催しました。

前半は、清水さんの指導でお櫃づくりを行いました。お櫃は炊いたご飯を保存しておく木製容器です。清水さん自身の自己紹介
と「曲げ物とは何か」「製作工程」のレクチャーをしていただいた後、いよいよ作業開始です。

時間の都合もあり、今回は予め材料のヒノキを曲げて止めるところまで準備していただいたものに、「カンバ編み」と呼ばれるヤ
マザクラの皮を使って綴じる工程から行いました。ヤマザクラの皮を小刀で薄く削り、本体と蓋を編み、次に底板と天板を、木槌
を使って慎重に打ち込んでいきます。最後にそれを木釘で固定したら完成です。

昼食後の後半は、漆を使った仕上げの塗装です。最初に古田さんから漆塗りの歴史や、漆の特徴についてミニレクチャーをして
いただき、その後作業に入ります。今回は「摺り漆塗り」という、直接木地に生漆を塗り、ふき取るというシンプルな技法を体験し
ました。人毛を使っているという、漆塗り専用の刷毛を使って塗っていき、乾く前にしっかりとふき取ります。

漆を塗ることにより、独特のつやが出ることや、塗る前よりも木目がはっきりと見えてくることに驚きながら、親子それぞれ夢中
になって漆塗りを楽しんでいました。

今回のプログラムは、曲げ物や漆器といった、普段は体験することのできない伝統工芸品の技を体験できる良い機会となった
のではないでしょうか。また、お子さんの中には初めてお櫃を知ったという子も、居たことと思います。今回の体験が新たな発見や
伝統工芸品への興味へとつながってくれることを願っています。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜親子で楽しむ　お櫃作り＆漆塗り体験＞

お櫃を作る前に「曲木（まげき）」と
いう技法を体験しました。

ヤマザクラの皮を薄く削ります。
これがなかなか難しい…。

自分のお櫃を持って記念撮影。
この後に漆を塗ります。

古田さんからのミニレクチャー。 お櫃に漆を塗っていきます。 漆を塗る前より木目がはっきり。

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 12



morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施しているプログラムについてご紹介します！

morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。
今回は講師に、各務原市で曲物工房を開いている清水貴康さんと、美濃市で漆芸工房を開いている古田一さんをお招きし、普

段では体験できないちょっと贅沢なワークショップを開催しました。

前半は、清水さんの指導でお櫃づくりを行いました。お櫃は炊いたご飯を保存しておく木製容器です。清水さん自身の自己紹介
と「曲げ物とは何か」「製作工程」のレクチャーをしていただいた後、いよいよ作業開始です。

時間の都合もあり、今回は予め材料のヒノキを曲げて止めるところまで準備していただいたものに、「カンバ編み」と呼ばれるヤ
マザクラの皮を使って綴じる工程から行いました。ヤマザクラの皮を小刀で薄く削り、本体と蓋を編み、次に底板と天板を、木槌
を使って慎重に打ち込んでいきます。最後にそれを木釘で固定したら完成です。

昼食後の後半は、漆を使った仕上げの塗装です。最初に古田さんから漆塗りの歴史や、漆の特徴についてミニレクチャーをして
いただき、その後作業に入ります。今回は「摺り漆塗り」という、直接木地に生漆を塗り、ふき取るというシンプルな技法を体験し
ました。人毛を使っているという、漆塗り専用の刷毛を使って塗っていき、乾く前にしっかりとふき取ります。

漆を塗ることにより、独特のつやが出ることや、塗る前よりも木目がはっきりと見えてくることに驚きながら、親子それぞれ夢中
になって漆塗りを楽しんでいました。

今回のプログラムは、曲げ物や漆器といった、普段は体験することのできない伝統工芸品の技を体験できる良い機会となった
のではないでしょうか。また、お子さんの中には初めてお櫃を知ったという子も、居たことと思います。今回の体験が新たな発見や
伝統工芸品への興味へとつながってくれることを願っています。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜親子で楽しむ　お櫃作り＆漆塗り体験＞

お櫃を作る前に「曲木（まげき）」と
いう技法を体験しました。

ヤマザクラの皮を薄く削ります。
これがなかなか難しい…。

自分のお櫃を持って記念撮影。
この後に漆を塗ります。

古田さんからのミニレクチャー。 お櫃に漆を塗っていきます。 漆を塗る前より木目がはっきり。
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募集の内容

　事業の概要
 ●水田魚道の設置や水路におけるワンドなど生態系に配慮した農業用施設の整備
 ●生態系保全のための河川、水路等の維持管理
 ●外来種の駆除、放流防止活動
 ●遊休農地の復旧、活用
 ●生態系保全のための調査　　
 ●生態系保全団体支援事業募集要領別紙2の加算活動項目に定める活動
 ●その他里地里川における生態系保全に資する活動

　応募対象団体
 県内に活動拠点を置く以下の団体
 ●特定非営利活動法人
 ●ボランティア活動等の社会貢献活動を行う営利を目的としない団体等
 ●地域住民が中心となって保全活動等を行う組織

●大学、短期大学、専門学校、高等学校に在籍する学生とその学校の教員（常勤）で構成する団体（任意グループでも可）、
（学生３名以上かつ教員１名以上で構成されていること）

　補助率
 10/10（上限:2,000千円/団体）

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

10
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

生態系保全団体支援事業（令和６年度募集）

●詳しい内容を知りたい方は TEL ０５８-２７２-１１１１ 内線（４１７８） 農村振興課　農村支援係まで

　農業生産性の追求による整備の進展や外来種の侵入、耕作放棄による農地の荒廃など様々な要因により、里地里川の生態
系は近年崩れつつあります。
　このため、岐阜県では、里地里川の生態系を復活するモデル的取り組みを実施する団体を支援するため下記のとおり事業
提案を募集します。

※詳細は岐阜県ホームページをご確認ください。https://www.pref.gifu.lg.jp/page/132577.html

　募集期間
 令和6年2月21日（水）から令和6年3月22日（金）まで。

応募方法
生態系保全団体支援事業募集要領により事業実施提
案書を作成し、活動を実施する市町村を所管する県農
林事務所へ提出してください。

R5年度
実施団体活動事例

活かす知恵

と を森林 人

134

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
小
原

　勝
彦

　
　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

                   

実
務
者
向
け
研
修
の
取
り
組
み

　
　〜
専
門
技
術
者
研
修（
木
造
建
築
技
術
者
向
け
）に
つ
い
て
〜

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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ア
カ
デ
ミ
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の

                   

実
務
者
向
け
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修
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取
り
組
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専
門
技
術
者
研
修
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
学

専
門
技
術
者
研
修
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
学

生
に
と
っ
て
も
卒
業
後
に
も
学
び
続
け
る

生
に
と
っ
て
も
卒
業
後
に
も
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
専
門

こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
専
門

知
識
や
技
術
に
つ
い
て
継
続
的
な
向
上
が

知
識
や
技
術
に
つ
い
て
継
続
的
な
向
上
が

で
き
る
人
材
育
成
を
ア
カ
デ
ミ
ー
が
担
っ

で
き
る
人
材
育
成
を
ア
カ
デ
ミ
ー
が
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
は
じ
め
に

は
じ
め
に

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
実
務
者
向

け
の
研
修
「
専
門
技
術
者
研
修
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
木
造
建
築
技
術
者
向
け

の
研
修
と
し
て
、
大
き
く
３
つ
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
許
容
応
力
度
計
算
演
習

許
容
応
力
度
計
算
演
習

現
在
、
木
造
建
築
の
構
造
設
計
を
担
え

る
人
材
が
少
な
い
状
況
で
あ
り
、
構
造
的

な
判
断
に
戸
惑
う
設
計
士
さ
ん
も
非
常
に

多
い
た
め
、
簡
易
な
構
造
計
算
を
学
ぶ
研

修
と
し
て
、
「
①
許
容
応
力
度
計
算
演

習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
階
建
て
木
造
住
宅
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

を
通
じ
て
、
木
造
建
築
の
許
容
応
力
度
計

算
を
手
計
算
で
演
習
し
ま
す
。
木
造
建
築

の
許
容
応
力
度
計
算
の
流
れ
を
知
る
こ
と

が
目
的
の
研
修
で
す
。

●
構
造
性
能
検
討
ツ
ー
ル
演
習

構
造
性
能
検
討
ツ
ー
ル
演
習

構
造
検
討
を
難
解
と
思
わ
れ
て
い
る
設

計
士
さ
ん
も
非
常
に
多
い
た
め
、
構
造
性

能
を
手
軽
に
検
討
す
る
こ
と
を
学
ぶ
研
修

と
し
て
、
「
②
木
造
建
築
構
造
性
能
ツ
ー

ル
演
習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
持
参
し
た
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
で
木
造
建
築
の
性
能
を
検
討
す
る
演

習
を
行
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
木
造
建
築
の
性
能
検
討
を
比
較
的
容

易
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
の
研

修
で
す
。 

近
年
で
はW

all S
tat S

tudio

を
利
用
し
た
解
析
を
行
い
、
講
評
会
に
て
そ

の
発
表
報
告
を
す
る
内
容
で
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
木
造
建
築
構
造
を
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
木
造
建
築
構
造
を
考
え
る

木
材
や
木
造
建
築
に
つ
い
て
就
業
先
の
業

木
材
や
木
造
建
築
に
つ
い
て
就
業
先
の
業

務
を
超
え
た
広
域
的
な
学
び
の
機
会
を
つ
く

務
を
超
え
た
広
域
的
な
学
び
の
機
会
を
つ
く

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
木
材

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
木
材

や
木
造
建
築
に
関
し
て
先
導
的
な
情
報
や
、

や
木
造
建
築
に
関
し
て
先
導
的
な
情
報
や
、

川
上
・
川
中
・
川
下
か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

川
上
・
川
中
・
川
下
か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

ま
で
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
得
る
研
修
と

ま
で
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
得
る
研
修
と

し
て
、
「
③
こ
れ
か
ら
木
造
建
築
構
造
を
考

し
て
、
「
③
こ
れ
か
ら
木
造
建
築
構
造
を
考

え
る
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

え
る
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

木
造
建
築
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
共
有

木
造
建
築
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
共
有

し
、
こ
れ
か
ら
の
木
造
建
築
の
あ
り
方
に

し
、
こ
れ
か
ら
の
木
造
建
築
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
修

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
修

で
す
。
「
木
造
建
築
や
木
材
に
関
わ
る
パ

で
す
。
「
木
造
建
築
や
木
材
に
関
わ
る
パ

ネ
ラ
ー
」
に
よ
る
話
題
提
供
の
後
、
意
見

ネ
ラ
ー
」
に
よ
る
話
題
提
供
の
後
、
意
見

交
換
会
を
行
う
内
容
で
す
。
県
内
外
、
場

交
換
会
を
行
う
内
容
で
す
。
県
内
外
、
場

合
に
よ
っ
て
は
海
外
か
ら
パ
ネ
ラ
ー
を
お

合
に
よ
っ
て
は
海
外
か
ら
パ
ネ
ラ
ー
を
お

招
き
し
て
い
ま
す
（
表
１
）
。
主
な
テ
ー

招
き
し
て
い
ま
す
（
表
１
）
。
主
な
テ
ー

マ
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
、
輸
出
、
耐
震
性
、

マ
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
、
輸
出
、
耐
震
性
、

建
築
振
動
、
中
大
規
模
木
造
、
土
木
利

建
築
振
動
、
中
大
規
模
木
造
、
土
木
利

用
、
改
修
・
移
築
、
改
正
法
対
応
、
な
ど

用
、
改
修
・
移
築
、
改
正
法
対
応
、
な
ど

と
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
展
開

今
後
の
展
開

林
業
や
木
材
、
木
造
建
築
分
野
の
企
業

林
業
や
木
材
、
木
造
建
築
分
野
の
企
業

や
教
育
機
関
・
研
究
機
関
・
行
政
機
関
と

や
教
育
機
関
・
研
究
機
関
・
行
政
機
関
と

連
携
し
た
研
修
（
例
え
ば
、
現
場
視
察

連
携
し
た
研
修
（
例
え
ば
、
現
場
視
察

等
）
や
、
県
有
施
設
を
利
用
し
た
研
修

等
）
や
、
県
有
施
設
を
利
用
し
た
研
修

（
例
え
ば
、
実
験
視
察
）
の
他
、
海
外
組

（
例
え
ば
、
実
験
視
察
）
の
他
、
海
外
組

織
と
リ
ン
ク
し
た
研
修
実
施
を
考
え
て
い

織
と
リ
ン
ク
し
た
研
修
実
施
を
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

ま
す
。
し
か
し
、

1010
年
ほ
ど
前
か
ら
い
ろ

年
ほ
ど
前
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
試
行
的
に
実
施
し
始
め
て

い
ろ
な
こ
と
を
試
行
的
に
実
施
し
始
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
開
催
時
期
や
予

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
開
催
時
期
や
予

算
、
手
続
き
等
の
課
題
が
あ
り
、
体
系
的

算
、
手
続
き
等
の
課
題
が
あ
り
、
体
系
的

な
実
施
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

な
実
施
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

表１　近年の専門技術者研修テーマ
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森
林
研
究
所
●
和
多
田
友
宏

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

締
固
め
る
機
械
に
よ
っ
て

　
　
　
　
盛
土
の
硬
さ
は
変
わ
る
の
か（
２
）

〜
機
械
質
量
の
異
な
る
２
種
類
の
標
準
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
の
比
較
〜

木造化

岐阜県中津川市加子母4873-2

木の香る
ぎふの施設

132

施設の経緯
　加子母森林組合では、間伐促進と間伐材の有効利用
の為、平成３年より木工事業を開始し、平成７年には木
工所と木工体験施設を建設し事業拡大を進めてまいり
ました。近年では保育園家具をはじめ様々な木製品の
受注が多く頂けるようになりました。一方、この地域の
木工事業者の高齢化や後継者不足などにより、木工産
業の弱体化が進んでいます。当組合では、こうした問題
の改善に少しでもお役に立てるよう、木工技術者の雇
用拡大や育成を推進する為、本工場を建設しました。

新技術を活用した広々とした空間！
　新技術、複合梁（充腹梁）による柱の無い広い空間
が特徴です。

加子母森林組合木製品仕上工場

施設の概要

事業主体 加子母森林組合

事業年度 令和４年度（令和５年度へ繰越）

構造
延床面積

木造
１４９㎡

施設用途 木製品仕上げ

助 成 額 10,000千円（県産材需要拡大施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

21.9351㎥
ヒノキ、スギ

株式会社辰喜建築工芸

22,000千円全体事業費

設 計 者

株式会社辰喜建築工芸

令和5年1月5日～令和5年5月23日

施工業者

工　　期

ここに注目！！

　この工場では、保育園家具などの木製品組立や塗装
仕上げ等を行います。

施設用途

施設全景

関係者を招いて竣工式

■問い合わせ先
　加子母森林組合　加工課
　ＴＥＬ 0573-79-3333
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所
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は
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０
５
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3
3
ー
2
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森
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研
究
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ま
で

締
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る
機
械
に
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っ
て

　
　
　
　
盛
土
の
硬
さ
は
変
わ
る
の
か（
２
）

〜
機
械
質
量
の
異
な
る
２
種
類
の
標
準
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
の
比
較
〜

図－1　試験の模式図
（1層の厚さを0.3ｍ程度で締固めの例）

図－2　締固め機械ごとのNd値5以上の検出割合

0
.
4
5
m3
B
H
）
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

盛
土
の
硬
さ
は
、
簡
易
貫
入
試
験
に
よ
り

求
め
た
N
d
値
（
※
）

で
評
価
し
ま
し
た
。

　

簡
易
貫
入
試
験
は
、
図
―
１
の
地
面
付
近

ま
で
締
固
め
た
の
ち
、
地
面
か
ら
深
さ
0.9
ｍ

程
度
ま
で
の
土
層
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
簡
易
貫
入
試
験
の
回
数
は
、
締

固
め
条
件
ご
と
に
試
験
位
置
を
変
え
て
、
３

回
実
施
し
ま
し
た
。

試
験
結
果

　

過
去
の
調
査
に
お
い
て
、
盛
土
崩
壊
発
生
箇

所
は
N
d
値
５
未
満
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
締
固
め

機
械
ご
と
の
N
d
値
５
以
上
の
割
合
を
１
層

の
厚
さ
別
に
算
出
し
、
図
―
２
に
示
し
ま
し
た
。

　

１
層
の
厚
さ
が
0.9
ｍ
の
場
合
は
、
N
d
値

が
５
以
上
の
検
出
割
合
が
0
.
2
8
m3
B
H

で
約
22
%
、
0
.
4
5
m3
B
H
で
約
42
％

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
1
層
の
厚
さ
が

0.3
ｍ

の
場
合
は
、
0
.
2
8
m3
B
H
、

0
.
4
5
m3
B
H
の
ど
ち
ら
で
締
固
め
た
場

合
で
も
、
N
d
値
が
５
以
上
の
検
出
割
合
が

８
割
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
試
験
に
よ
り
、
機
械
質
量
の
異
な

る
0
.
2
8
m3
B
H
と
0
.
4
5
m3
B
H

ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
１
層
の
敷
均
し
厚
さ

は
じ
め
に

　

切
土
や
盛
土
な
ど
の
「
土
構
造
」
を
基
本

と
す
る
森
林
作
業
道
で
は
、
崩
れ
に
く
い
路

体
に
す
る
た
め
、
盛
土
を
締
固
め
て
硬
く
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

岐
阜
県
森
林
作
業
道
作
設
指
針
（
以
下
、

指
針
と
す
る
）
に
お
い
て
、
締
固
め
作
業
１

工
程
分
（
以
下
、
１
層
と
す
る
）
の
厚
さ
は

0.3
m
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
た
よ
り
第
8
1
3
号
（
2
0
2
1

年
6
月
）
で
は
、
締
固
め
る
機
械
を
バ
ケ
ッ
ト

容
量
山
積
0
.
0
9
m3
の
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ

と
バ
ケ
ッ
ト
容
量
山
積
0
.
2
8
m3
の
標
準

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
２
種
類
で
比
較
し
た
結
果
か

ら
、
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
締
固
め
る
場
合
、
１

層
の
敷
均
し
厚
さ
は
0.3
m
で
は
十
分
な
締
固

め
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
機
械
質
量
の
異
な
る
２
種
類
の

標
準
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
締
固
め
を
行
い
、
盛
土

の
硬
さ
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
方
法

　

試
験
は
、
平
坦
な
地
盤
を
掘
り
下
げ
て
作

成
し
た
溝
（
深
さ
約
0.9
ｍ
、
幅
約
0.6
m
、
長
さ

約
3.0
ｍ
）
に
土
を
敷
均
し
て
、
そ
れ
を
締
固
め

る
作
業
を
森
林
作
業
道
の
盛
土
の
締
固
め
作
業

と
想
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
層
の

厚
さ
は
0.9
ｍ
程
度
の
も
の
と
0.3
ｍ
程
度
の
も
の

（
図
―
１
）
の
２
種
類
と
し
ま
し
た
。
敷
均
し

に
は
、
溝
か
ら
掘
り
取
っ
た
土
砂
（
礫
質
土
）

を
使
用
し
、
締
固
め
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
バ
ケ
ッ

ト
部
を
用
い
て
５
回
ず
つ
行
い
ま
し
た
。

　

盛
土
を
締
固
め
る
機
械
に
は
、
機
械
質
量
約

7.8
t
、
バ
ケ
ッ
ト
容
量
山
積
0
.
2
8
m3
の
標

準
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
以
下
、
0
.
2
8
m3
B
H
）

と
、
機
械
質
量
約
13
.
4
t
、
バ
ケ
ッ
ト
容
量

山
積
0
.
4
5
m3
の
標
準
バ
ッ
ク
ホ
ウ（
以
下
、

は
、
0.3
ｍ
程
度
ご
と
に
締
固
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

盛
土
の
崩
壊
発
生
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め

に
は
、
硬
い
盛
土
を
作
設
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
硬
い
盛
土
を
作
設
す
る
た
め
に
、
指

針
で
示
さ
れ
た
作
設
方
法
に
基
づ
き
、
安
定

し
た
基
盤
の
上
に
0.3
m
程
度
ご
と
に
締
固
め

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
N
d
値
：
質
量
5
kg
の
ハ
ン
マ
（
お
も
り
）

を
50
㎝
の
高
さ
か
ら
自
由
落
下
さ
せ
た
と
き
、

貫
入
コ
ー
ン
を
約
10
㎝
貫
入
さ
せ
る
の
に
要

し
た
打
撃
回
数
を
求
め
た
も
の
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
７
３
―
2
６
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

　
岐
阜
県
内
で
は
、
し
い
た
け
・
な
め
こ
・

ぶ
な
し
め
じ
と
い
っ
た
き
の
こ
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
生
産
の
増
え
て
い

る
き
の
こ
が
あ
り
ま
す
。「
き
く
ら
げ
」

で
す
。

　
お
な
じ
み
の
し
い
た
け
な
ど
は
、
秋
や

春
な
ど
冷
涼
な
時
期
に
発
生
し
ま
す
が
、

き
く
ら
げ
は
夏
季
に
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
し
い
た
け
等
が
発
生

し
に
く
い
暑
い
季
節
に
、
き
く
ら
げ
を
複

合
的
に
生
産
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

＊

　
み
な
さ
ん
は
、
き
く
ら
げ
を
ど
の
よ
う

に
召
し
上
が
り
ま
す
か
？
お
店
で
い
た
だ

く
と
、八
宝
菜
や
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
麺
、デ
ザ
ー

ト
ま
で
頼
む
と
杏
仁
豆
腐
に
白
い
き
く
ら

げ
が
入
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　
ご
自
分
で
料
理
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
こ
れ
ま
で
乾
燥
し
た
も
の
が

一
般
的
に
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
県
内

で
生
産
者
が
増
え
る
に
つ
れ
、
道
の
駅
な

ど
の
直
売
所
で
生
の
き
く
ら
げ
が
売
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
家
庭
で
は
な
じ
み
が
薄
い
よ
う
で
、

生
産
者
さ
ん
も
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
つ

け
て
販
売
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
中
か
ら
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
き
く
ら
げ
の
簡
単
料
理
】

●
生
き
く
ら
げ
を
火
が
通
る
ぐ
ら
い
サ
ッ

と
ゆ
で
、
水
気
を
切
り
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
生
姜
醤
油
で
お

ひ
た
し
風
・
刺
身
風
に
い
た
だ
く
。

●
生
き
く
ら
げ
を
ひ
と
口
大
に
カ
ッ
ト

し
、
ご
ま
油
で
炒
め
、
中
華
風
調
味
料

や
醤
油
で
お
好
み
に
味
付
け
し
、
溶
き

卵
を
く
わ
え
て
炒
め
物
に
。（
か
ま
ぼ

こ
を
入
れ
て
も
お
い
し
そ
う
）

●
水
戻
し
し
た
乾
燥
き
く
ら
げ
（
生
よ
り

味
の
浸
み
が
良
い
）
を
、
け
い
ち
ゃ
ん
・

キ
ム
チ
鍋
・
す
き
焼
き
の
具
に
。（
日

頃
は
寡
黙
な
あ
る
生
産
者
さ
ん
が
、
こ

れ
が
美
味
し
い
ん
や
さ
！
と
饒
舌
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
）

●
お
好
み
の
き
の
こ
と
あ
わ
せ
て
な
め
た

け
に
。
き
く
ら
げ
・
し
い
た
け
は
千
切

り
、
他
の
き
の
こ
は
大
き
さ
を
合
わ
せ

る
。
き
の
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
茶
碗
一

杯
な
ら
大
さ
じ
２
程
度
を
目
安
に
三
杯

酢
を
小
鍋
で
軽
く
煮
立
て
、
き
の
こ
を

加
え
て
と
ろ
み
が
出
る
ま
で
加
熱
す
れ

ば
で
き
あ
が
り
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

き
く
ら
げ
が
熱
い
!?

菌床ブロックを買って、自分でもきく
らげを栽培してみました

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　き
の
こ
通
信

4

２
．
事
例
２　

ネ
ッ
ト
の
下
が
り

　

森
林
所
有
者
の
見
回
り
が
月
１
回
と
頻

度
が
高
い
事
業
地
で
す
。

　

見
回
り
時
に
ス
カ
ー
ト
ネ
ッ
ト
を
踏
ん
で

し
ま
っ
た
の
が
原
因
？
で
、
ネ
ッ
ト
の
位
置

が
下
が
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
．
事
例
３　

切
株（
足
場
を
作
ら
な
い
）

　

も
し
何
か
の
拍
子
に
カ
モ
シ
カ
が
柵
内

に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
写
真
の
切

り
株
は
足
場
に
な
り
カ
モ
シ
カ
は
逃
げ
出

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

柵
が
あ
る
の
に
出
入
り
自
由
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

〇
幼
齢
木
保
護
材

１
．
事
例
１　

選
定
は
慎
重
に

　

写
真
の
保
護
材
は
事
業
体
が
ヒ
ノ
キ
と
の

相
性（
保
護
材
の
通
気
性
が
良
い
。
径
が
大
き

い
）が
良
く
、
設
置
し
や
す
い
こ
と
な
ど
か
ら

選
ん
だ
保
護
材
で
す
。

　

し
か
し
、
カ
モ
シ
カ（
施
工
前
の
目
撃
情
報

よ
り
推
定
）に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
苗
木
を
食
害

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

２
．
事
例
２　

下
刈
り
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

植
栽
木
の
周
辺
が
歩
き
や
す
い
と
被
害
に

遭
い
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

恵
那
農
林
事
務
所
管
内
は
、
岐
阜
県
東
南

部
に
位
置
し
、
中
津
川
市
、
恵
那
市
の
２
市

か
ら
な
り
、
地
域
の
総
面
積
の
78
・
７
％

が
森
林（
約
９
２
，
９
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）で

す
。
そ
の
う
ち
民
有
林
は
77
・
3
％（
７
１
，

８
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を
占
め
、
人
工
林
率
は

61
・
3
％
で
す
。

　

人
工
林
の
８
割
を
ヒ
ノ
キ
が
占
め
、
7
～

12
齢
級
の
人
工
林
が
約
50
％
、
13
齢
級
の
人

工
林
が
49
％
を
占
め
利
用
可
能
な
森
林
資
源

が
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
主
伐
再
造
林

は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
数

年
前
よ
り
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
た
め
に
市

有
林
を
主
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
ほ
ぼ
全
域
に
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

再
造
林
し
た
場
合
、
獣
害
対
策
は
必
須
で
す
。

た
だ
、
分
布
が
密
で
は
な
い
の
で
、
防
護
柵

を
中
心
に
対
策
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
少
な
い
事
例
の
中
か
ら
今
年
度
獣

害
対
策
を
見
回
り
、
気
が
つ
い
た
点
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
防
護
柵

１
．
事
例
１　

ネ
ッ
ト
の
食
い
ち
ぎ
り

　

地
面
か
ら
40
～
50 

cm
ほ
ど
の
位
置
で
ネ
ッ

ト
の
食
い
ち
ぎ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
柵
の
維

持
管
理
は
ド
ロ
ー
ン
で
の
見
回
り
が
効
率
的

で
す
が
、
こ
の
位
置
で
は
ド
ロ
ー
ン
で
は
発

見
で
き
ず
、
踏
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
が
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
し
た
が
、
食
い
ち
ぎ
っ
た
獣
は
特
定

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

下草が少なく被害が多い
幼齢木保護材　事例１

防護柵　事例１防護柵　事例2防護柵　事例3

幼齢木保護材　事例2
下草が多く被害が少ない
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
７
３
―
2
６
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

　
岐
阜
県
内
で
は
、
し
い
た
け
・
な
め
こ
・

ぶ
な
し
め
じ
と
い
っ
た
き
の
こ
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
生
産
の
増
え
て
い

る
き
の
こ
が
あ
り
ま
す
。「
き
く
ら
げ
」

で
す
。

　
お
な
じ
み
の
し
い
た
け
な
ど
は
、
秋
や

春
な
ど
冷
涼
な
時
期
に
発
生
し
ま
す
が
、

き
く
ら
げ
は
夏
季
に
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
し
い
た
け
等
が
発
生

し
に
く
い
暑
い
季
節
に
、
き
く
ら
げ
を
複

合
的
に
生
産
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

＊

　
み
な
さ
ん
は
、
き
く
ら
げ
を
ど
の
よ
う

に
召
し
上
が
り
ま
す
か
？
お
店
で
い
た
だ

く
と
、八
宝
菜
や
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
麺
、デ
ザ
ー

ト
ま
で
頼
む
と
杏
仁
豆
腐
に
白
い
き
く
ら

げ
が
入
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　
ご
自
分
で
料
理
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
こ
れ
ま
で
乾
燥
し
た
も
の
が

一
般
的
に
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
県
内

で
生
産
者
が
増
え
る
に
つ
れ
、
道
の
駅
な

ど
の
直
売
所
で
生
の
き
く
ら
げ
が
売
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
家
庭
で
は
な
じ
み
が
薄
い
よ
う
で
、

生
産
者
さ
ん
も
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
つ

け
て
販
売
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
中
か
ら
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
き
く
ら
げ
の
簡
単
料
理
】

●
生
き
く
ら
げ
を
火
が
通
る
ぐ
ら
い
サ
ッ

と
ゆ
で
、
水
気
を
切
り
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
生
姜
醤
油
で
お

ひ
た
し
風
・
刺
身
風
に
い
た
だ
く
。

●
生
き
く
ら
げ
を
ひ
と
口
大
に
カ
ッ
ト

し
、
ご
ま
油
で
炒
め
、
中
華
風
調
味
料

や
醤
油
で
お
好
み
に
味
付
け
し
、
溶
き

卵
を
く
わ
え
て
炒
め
物
に
。（
か
ま
ぼ

こ
を
入
れ
て
も
お
い
し
そ
う
）

●
水
戻
し
し
た
乾
燥
き
く
ら
げ
（
生
よ
り

味
の
浸
み
が
良
い
）
を
、
け
い
ち
ゃ
ん
・

キ
ム
チ
鍋
・
す
き
焼
き
の
具
に
。（
日

頃
は
寡
黙
な
あ
る
生
産
者
さ
ん
が
、
こ

れ
が
美
味
し
い
ん
や
さ
！
と
饒
舌
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
）

●
お
好
み
の
き
の
こ
と
あ
わ
せ
て
な
め
た

け
に
。
き
く
ら
げ
・
し
い
た
け
は
千
切

り
、
他
の
き
の
こ
は
大
き
さ
を
合
わ
せ

る
。
き
の
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
茶
碗
一

杯
な
ら
大
さ
じ
２
程
度
を
目
安
に
三
杯

酢
を
小
鍋
で
軽
く
煮
立
て
、
き
の
こ
を

加
え
て
と
ろ
み
が
出
る
ま
で
加
熱
す
れ

ば
で
き
あ
が
り
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

き
く
ら
げ
が
熱
い
!?

菌床ブロックを買って、自分でもきく
らげを栽培してみました

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　き
の
こ
通
信

4

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
被
害
に
遭
い
や
す
い
条
件
を
避
け
る

　

獣
が
入
り
込
み
や
す
い
、
歩
き
や
す
い

状
況
を
排
除
す
る
、
も
し
く
は
避
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

３
．
植
栽
木
が
正
常
に
成
長
す
る
か
？

　

保
護
材
に
つ
い
て
は
、
樹
種
に
よ
り
相

性
が
あ
る
の
で
、
適
切
な
資
材
を
選
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
．
資
材
の
選
定
は
適
切
か
？

　

獣
に
壊
さ
れ
な
い
強
度
が
あ
る
か
。
風

や
雪
に
強
い
か
。
設
置
・
運
搬
・
撤
去
が

楽
か
。
処
分
費
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の

か
。
検
討
が
必
要
で
す
。

〇
そ
の
他

１
．
管
理

　

豪
雨
の
後
、
積
雪
の
後
な
ど
、
施
設
が

被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
る
後
に
は
必
ず
、

見
回
り
が
必
要
で
す
。
手
間
を
な
る
べ
く

か
け
な
い
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
も

必
要
で
す
が
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
有
害
捕
獲
や
狩
猟
も
併
用
し
て

　

食
害
の
根
本
の
原
因
で
あ
る
獣
の
数
を

減
ら
す
こ
と
は
必
須
で
す
。
特
に
、
獣
害

対
策
施
工
地
の
周
辺
で
集
中
し
て
捕
獲
圧

を
か
け
て
獣
の
密
度
を
減
ら
す
こ
と
が
有

効
と
思
わ
れ
ま
す
。

〇
最
後
に

　

今
後
も
地
域
の
中
で
情
報
交
換
を
し
つ

つ
、
適
切
に
獣
害
対
策
を
推
進
し
て
い
く

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

〇
忌
避
剤

１
．
事
例
１　

獣
道
に
注
意

　

同
じ
事
業
地
で
忌
避
剤
を
施
工
し
た
同
一

樹
種
に
つ
い
て
、
片
方
は
２
ｍ
程
度
の
樹
高

に
成
長
し
、
も
う
片
方
は
食
害
に
遭
い
０
・

５
０
m
程
度
の
樹
高
の
ま
ま
で
す
。

　

食
害
に
あ
っ
た
植
栽
木
は
獣
道
上
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
植
栽
時
期

　

秋
植
え
は
、
他
に
食
べ
る
植
物
が
あ
る
春

植
え
よ
り
苗
木
の
食
害
に
遭
い
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

〇
獣
害
対
策
の
選
定
に
つ
い
て

　

立
地
条
件
が
現
場
に
よ
り
異
な
り
、
植
栽

木
に
よ
り
対
策
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

獣
害
対
策
の
選
定
の
際
の
必
要
な
用
件
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

１
．
敵
を
知
る

　

植
栽
地
周
辺
の
分
布
す
る
獣
の
種
類
・

生
息
密
度
を
把
握
し
、
適
切
な
施
工
方
法 忌避剤　事例1

忌避剤施工被害なし忌避剤施工被害あり
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4月号
予定

4月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（224）
●山のおじゃまむし（393）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（133）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

地域の人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 昨年12月、「黒トリュフの人工発生に成功！」の記事をマスコミに大
きく取り上げて頂きました。
10月に黒トリュフがコナラを植栽した試験地に発生したのです。コ

ナラは7年ほど前に植栽した場所なので、まさかトリュフが生えているとは思いもしま
せんでした。コナラの根元に生えているトリュフをたまたま見つけて、超ビックリしたの
を覚えています。
それからは、試験地がイノシシに掘り返されないようになど色々気を使いながら、発
表の作業を進めました。ただ、発生したトリュフが接種した菌由来であることを確認す
るのに時間がかかり、結局発表までに約1ヶ月半を要してしまいました。マスコミ発表の
反響は想像以上に大きく、既に問い合わせや原稿依頼などの連絡をたくさん頂いてお
り、しばらくは忙しい日々が続きそうです。

「森林のたより」編集委員　水谷　和人

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（135）

国
有
林
の
現
場
か
ら

89

樹
齢
百
年
を
越
え
る

ヒ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
の
混
交
林

年
）で
林
齢
は
今
年
度
で
一
一
四
年
生
と

な
り
ま
す
。

　

植
栽
本
数
は
当
初
ヒ
ノ
キ
が
約
六
万
本

に
対
し
ケ
ヤ
キ
は
約
四
千
本
と
圧
倒
的
に

ヒ
ノ
キ
の
方
が
多
く
植
栽
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
多
く
が
消
失（
理
由
は
不
明
）し
た

と
の
記
録
が
あ
り
、
現
在
の
森
林
調
査
簿

で
は
混
交
割
合
が
ヒ
ノ
キ
五
一
％
、
ケ
ヤ

キ
二
四
％
、
そ
の
他
針
葉
樹
六
％
、
そ
の

　

近
年
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林

は
生
物
多
様
性
保
全
や
風
水
害
・
病
虫

害
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と
し
て
混
交

林
へ
の
誘
導
を
図
る
施
業
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
高
山
市
一
ノ
宮
町（
旧
宮

村
）内
の
国
有
林
に
は
百
年
以
上
前
に
植

栽
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
と
ケ
ヤ
キ
で
形
成
さ

れ
た
希
少
な
混
交
林
が
あ
り
ま
す
の
で

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
混
交
林
が
あ
る
の
は
宮
国
有
林

六
一
林
班
り
小
班
で
面
積
は
約
六
ha
、

植
栽
年
度
は
一
九
一
〇
年（
明
治
四
三

と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
自
然
観

察
等
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
地
は
県
道
沿
い
に
位
置
し
林

地
傾
斜
も
緩
い
こ
と
か
ら
比
較
的
気
軽
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人

工
林
と
し
て
百
年
を
越
え
る
混
交
林
は
珍

し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
そ
の
目
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

現
地
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
高
山
駅
か
ら
車
で
国
道
四
一
号
と
県

道
四
五
三
号（
宮
清
見
線
）を
経
由
し
て
約

一
九
㎞
、
三
〇
分
で
着
き
ま
す
。

（
飛
騨
森
林
管
理
署
）

他
広
葉
樹
一
九
％
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

少
し
前
の
記
録
と
な
り
ま
す
が
、

二
〇
一
六
年（
平
成
二
八
年
）に
プ
ロ
ッ
ト

調
査
に
よ
る
林
分
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
結
果
で
は
ヒ
ノ
キ
の
平
均
胸
高
直
径
が

三
五
㎝
で
樹
高
は
二
三
ｍ
、
ケ
ヤ
キ
は
平

均
胸
高
直
径
が
五
〇
㎝
で
樹
高
が
二
四
ｍ

と
な
っ
て
お
り
、
ケ
ヤ
キ
の
方
が
直
径
、

樹
高
と
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

当
署
で
は
、
こ
の
小
班
に
つ
い
て
伐
期

を
一
五
〇
年
と
し
た
人
工
林
長
伐
期
複
層

伐
施
業
群
に
区
分
、
森
林
施
業
モ
デ
ル
と

し
て
も
指
定
し
て
お
り
、
今
後
も
成
長
量

だ
け
で
な
く
ケ
ヤ
キ
の
形
質
等
に
着
目
し

定
期
的
に
観
察
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
山
市
と
遊
々
の
森「
源
流
の
森
」

林内の現況

県道沿いの林況
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4月号
予定

4月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（224）
●山のおじゃまむし（393）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（133）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

地域の人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 昨年12月、「黒トリュフの人工発生に成功！」の記事をマスコミに大
きく取り上げて頂きました。
10月に黒トリュフがコナラを植栽した試験地に発生したのです。コ

ナラは7年ほど前に植栽した場所なので、まさかトリュフが生えているとは思いもしま
せんでした。コナラの根元に生えているトリュフをたまたま見つけて、超ビックリしたの
を覚えています。
それからは、試験地がイノシシに掘り返されないようになど色々気を使いながら、発
表の作業を進めました。ただ、発生したトリュフが接種した菌由来であることを確認す
るのに時間がかかり、結局発表までに約1ヶ月半を要してしまいました。マスコミ発表の
反響は想像以上に大きく、既に問い合わせや原稿依頼などの連絡をたくさん頂いてお
り、しばらくは忙しい日々が続きそうです。

「森林のたより」編集委員　水谷　和人

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（135）

森林・林業関係イベントカレンダー（4月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

4月16日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

4月17日㈬～
4月19日㈮

伐木等の業務(チェーンソー)
に係る特別教育

●講習時間：17日　学 科　8:50~17:10
　　　　　　18日　学･実　8:50~12:00
　　　　　　19日　実  技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

17 日（学科）
18 日（学 ・ 実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
19 日（実技）
　（株）木の国　土場（山県市椎倉 203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

4月23日㈫～
4月26日㈮

フォークリフト運転技能講習

受講資格
自動車普通運転免許所持者

●講習時間：１日目　　 学科　8:45~17:05
　　　　　　　　　　　 学科試験　17:10~18:10
　　　　　　2~4日目：実技・試験　8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円(本代含む)(振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）
伊自良中央公民館（山県市大門 850-67）

（実技）
ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（1月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（1月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

75,000

75,000

85,000

78,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍの元木、尺上良材は、入札旺盛にて引き合いは強く価格は保
合。スギラミナ向け3ｍ・4ｍ材は保合。ヒノキ元木、尺上良材3ｍ・4ｍ役物
取りも入札旺盛で引き合いは強く価格は保合で推移。ヒノキ3ｍ・4ｍ構造
材も価格は保合で推移。合板向けは、製品荷動きが鈍く弱基調で引き続
き原木受け入れ調整が継続している。製紙向けパルプ材、発電向け未利
用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜） 

　スギ、ヒノキ並材は横ばいで推移。ヒメコは買気旺盛で特に２ｍ・４ｍ
（40cm以上）は引き合いが強い。広葉樹は出材量が少なく全体的に引き
合いが強く、特にナラは２ｍ（28cm以上）に人気が集まり活発。高値はヒ
ノキ4ｍ×52ｃｍ＠41,500円、ヒメコ4ｍ×44ｃｍ＠44,400円、ヒメコ2
ｍ×52ｃｍ＠51,200円、クリ2.1ｍ×40ｃｍ＠40,600円、ナラ2.2ｍ×
32ｃｍ＠47,000円、ホウ2.1ｍ×44ｃｍ＠37,300円。（飛騨）

　ヒノキ役物良材は応札多数で活気。3ｍ柱向け（14cm～26cm）は手
堅い売れ行きで保合。４ｍ中目、土台向けは引き合いは強く応札多数、強
保合。ヒノキ(46cm以上)大径材は、5ｍ・6ｍ造材の需要も強く、出材を予
定される方は一報ください。スギ中目、尺上元木良材は、寒切り材を積極
的に手当てする動きが続いており買い気上向き、価格は保合で推移。4ｍ

（24cm以上）の構造材は復調気配、3ｍ構造材向けは保合で推移。スギ
６ｍ長柱向け（18cm～22cm）は各方面からの強い要望があり造材をご
検討下さい。合板向けは原木受入調整を継続している。ラミナ向けは活
発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

市況を表す用語の一つで、相場がほとんど動かないか、動いてもごく小幅な
小康状態を指す。多少とも上がる傾向を示せば強含み、反対に下がる傾向な
ら弱含み。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1845回

2月6日

2月14日

2月8日

岐
阜
共
販
所

第1435回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

－

－

－

－

17,600

－

－

－

－

－

46,000

－

－

－

－

－

－

－

41,500

－

20,000

44,400

－

－

－

－

－

33,000

－

－

－

31,000

－

－

－

－

14,600

14,000

15,000

15,000

13,000

18,000

21,100

19,000

21,000

19,200

18,900

－

14,500

14,800

12,000

21,000

20,300

19,100

19,000

25,000

18,000

20,000

－

15,000

13,000

13,000

15,000

20,500

19,000

25,000

10,000

19,800

26,000

29,500

－

11,000

第1769回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
435
468
－

→

→
→
－

2,481

709

3,749

3,370

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
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